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みらいの県土研究会地域部会（熱海地域） 

議 事 要 旨 

  

日  時 ： 令和６年 12 月 16 日(月) 9:30～11:00  

場  所 ： 静岡県熱海総合庁舎 3 階第 6 会議室 

出席者 ： 別紙出席者名簿のとおり  

  

議事次第に基づき技術調査課から説明を行った。 

発言者からの主な意見は以下の通り。  

【情報共有】 

１ 静岡県における建設発生土リサイクルへの取組  

２ 建設発生土の適正処理に向けて 

３ 関係団体、各事業者の業務紹介 

４ 県機関・市町の主要事業の紹介 

※建設発生土に関する意見等を記載 

○熱海土木事務所 

・ 管内から約 10,000m3の土砂が発生しているが、熱海市・伊東市内に処理場が

無いため、神奈川県真鶴町にある施設や県内の他地域の施設に搬出している。 

・ 多賀の海岸事業では、熱海土石流災害で撤去した土砂や今年度、SSM に登録

し、沼津市工事の発生土の受入れを行い、大規模な埋立ては終了した。 

○三島建設業協会 

・ 多賀の方では、SSM を使用し、約 1,000m3のマッチングができた。 

・ 熱海市内には処分場適地が無く、函南町で盛土事業を行い、受け入れをしてき

た。 

○砕石業協同組合 

・ 建設発生土の利用促進とともに、新材の砕石や RC 砕石（リサイクル砕石）の

必要性にも目を向けてほしい。また、土質改良土も含め適材適所で活用し、持

続可能性のある事業として進めていただきたい。 

○砕石業協同組合（二葉建設） 

・ 受入れ期間は再来年の７月までであるが、伊豆市の船原工場に残り約 70,000m3

の土砂の受入れポケットがある。 
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○砕石業協同組合（寿石材） 

・ 建設発生土を受け入れ土質改良プラントも運営しているが、最終処分ではない

ので、生産能力は 50,000m3/年あるが、販売できる量しか受け入れられない。 

・ また、建設発生土ばかりでなく鉄鋼スラグを使ったリサイクル材など、技術的

にも品質的にも自信をもって製品化しているが、行政（土木事務所や市町）等

でなかなか使ってもらえない。 

○伊東市 

・ 処理場がひっ迫している。市内で何ヶ所か処分場の適地を探しているところで

ある。 

○熱海市 

・ 熱海市内に残土処分場が無いため、市外へ搬出している。神奈川県へ持って行

く分もあるが、持ち込みできる業者が限定されている状況。 

・ 熱海市内で盛土工事が無く、水道管の布設替え工事で結構な量の発生土が出

て、処理に困っている。 

 

【意見交換】 

１ 熱海土木事務所管内の建設発生土の状況 

 ２ 意見交換 

 

（1）建設発生土・ストックヤードについて 

○三島建設業協会 

・ 県内を一般論で検討している内容は、伊豆半島と事情が異なるため適用できな

い。また、熱海土木管内は一つの現場で 30,000～40,000m3の発生土が出る民

間投資が盛んであり、残土について考えるのであれば民間で生じる残土も理解

した上で検討すべきである。 

・ 民間残土も一定量以上の残土は届け出制にして県で把握した方が良いのでは。 

・ ストックヤード整備を計画するのはいいが、土砂を使用できなくて、溜る一方

では成り立たない。 

・ また小規模な残土については、自社ヤードにストックしある程度のボリューム

になったら土壌検査をして処分するようなことができないか。申請無で自社ヤ

ードに仮置きしたものが何か所にもあって結構な土量になるのではないか。 
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○技術調査課 

・ 県が考えているストックヤード計画は、行先が決まっている土砂のみを受ける

ものについての設置である。 

・ ストックヤードは、大規模事業については事業の中で設置を検討していく。た

だ、小規模な規制外対象の土砂については別途検討していかなければならな

い。 

○砕石業協同組合（二葉建設） 

・ 公共工事の建設発生土を民間のストックヤードが預かる場合、理屈上、行政は

ストックヤード管理者に、保管料を支払うべき。 

・ また、保管料が発生することで運営側には一定の安心感が担保され、搬入側は

保管料がかかるため、早く使う意識ができるのではないか。 

○技術調査課 

・ 民営のストックヤードに入れる場合、処理費の中に残土の所有権移転も含まれ

ると認識している。 

・ 今回検討しているのは県営のストックヤードであるため、基本は県有地に県の

土を仮置きするイメージ。 

・ 民地を借地する場合には借地料を支払う。例えば 3 ヶ月預かってもらえる契約

であれば、3 ヶ月の預かり料みたいな形をお支払いするような料金形態も考え

られる。 

 

（2）新材・再生砕石等について 

○砕石業協同組合（二葉建設） 

・ 建設発生土と RC 砕石（リサイクル砕石）は用途先が重複しており、残土リサ

イクルの流れの中で RC 砕石の利用が減っている。その弊害でコンクリート殻

の引き受けができなくなっている。この状況が継続すると産廃の不法投棄等を

誘発するのではないかと危惧している。この点についても検討が必要ではない

かと考える。 

・ 新材や RC 砕石への影響を極力避けながら建設発生土の活用が図られるよう、

毎年一定量の堤防工事等に改良土を使用したり、低地の嵩上げを行う等、建設

発生土を長期間継続して投入できる事業を起こして欲しい。 

・ 静岡県の地域ごとに状況が異なるため、地域ごとの状況に則した設計をできる

ようにしてもらいたい。 
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・ 東部では砕石の新材資源が枯渇している。他の地域から原料を搬入している状

況である。 

・ 熱海土木事務所管内には採石場の数が限られている。官民一体となって、採石

が可能な場所を見繕って砕石場として整備し、採取後は埋戻しとして処分場と

して有効活用していければいい。そうすれば、砕石のバージン材（新材）枯渇

問題への対応と残土最終処分場の確保に繋がる。なお、砕石事業者は、採石場

の管理運営で豊富なノウハウを有しており、掘削や採れた石の利活用等におい

て協力できる。 

 

○三島建設業協会 

・ 建設発生土の有効活用の推進で再生砕石に影響が出ている。熱海市はインフラ

工事の埋戻しは新材指定となっているため、リサイクル材の使用が少ない。 

○砕石業協同組合（寿石材） 

・ 県は、昨年度末に盛土材料取扱基準を改正して、土質改良土の適用範囲を道路

以外の河川や砂防工事等に拡充しているが、土木事務所の職員すらそのことを

理解されていないようだ。 

・ また、一般的にリサイクル材はバージン材（新材）よりも安価であるが、それ

も知られていない。 

○熱海土木事務所 

・ 再生材については、どのようなものか見たことがないので知らない人が多い。

設計側も再生材について理解する必要があると感じるため、関係市にも声をか

けて再生施設へ見学に行きたい。 

○技術調査課 

・ 意見交換会を受けて、今後、建設発生土等を使った製品の活用先を検討すると

ともに、民間工事への影響にも目を配っていきたい。 

・ また、地震や自然災害発生時等の有事に備えた処分場の確保等についても検討

していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 



第 1回みらいの県土研究会地域部会 

 

日時 令和６年 12 月 16 日（月）9 時 30 分～ 

場所 熱海総合庁舎３階第６会議室 

 

次  第 

 

１ 開 会 

○会の主旨説明【資料１】 

 

 

２ 情報共有 

 （１）静岡県における建設発生土リサイクルへの取組【資料２】（技術調査課） 

 

 

（２）建設発生土の適正処理に向けて【資料３】（技術調査課） 

   

 

（３）関係団体、各事業者の業務紹介 

  

 

（４）県機関・市町の主要事業の紹介 

   

 

３ 意見交換 

（１）熱海土木管内の建設発生土の状況【資料４】（技術調査課） 

  

 

（２）意見交換 

 

 

（３）まとめ 

 

 

４ 今後の予定（技術調査課）・閉会 
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